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不

圖

昔
の
夢
が
胸
に
浮
ん
で
來
た
。

　
私
は
或
る
山
へ
登
ら
う
と
し
て
ゐ
た
。
禿
山






で
、
頂




に

は
樹
木
も
無
い
。
草
花
が
所
々
懸
崕






の
端
に
咲
い
て

ゐ
る
。
私
の
傍
に
は
二
人
の
小
兒





が
居
た
。
一
人
は
男
の
兒
で
六
歳
ば
か
り
、
一
人
は
女
の
兒
で
四
歳
ば
か
り
、

男
の
兒
は
先
き
に
立
つ
て
登
つ
て
行
く
、
女
の
兒
は
私
の
手
に
縋
つ
て
歩
い
て
ゐ
る
、
不
圖
懸
崕
の
頂
の
草
花

が
目
に
入
つ
た
。

「
あ
れ
取
つ
て
頂
戴
な
」
女
の
兒
は
私
に
取
り
つ
い
て
放
れ
な
い
。
危
い
の
を
、
右
手
で
其
兒
を
押
へ
な
が
ら
、

身
を
曲



め
て
、
左
手
を
伸
ば
し
、
取
ら
う
と
す
る
と
、
砂
が
ほ
ろ
〳
〵
崩
れ
て
崖
下
へ
落
ち
て
行
く
。
下
は
深

い
谿



だ
。
底
深
く
吹
き
上
げ
て
來
る
風
に
草
花
は
ゆ
ら
〳
〵
搖
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
手
を
伸
ば
さ
う
と
す
る
、

が
、
一
歩
踏
み
は
づ
せ
ば
其
ま
ゝ
深
谿
へ
落
ち
て
了
ふ
。
纔



か
に
花
を
摘
ん
だ
。
女
の
兒
は
悦
ん
で
其
花
を
手

に
し
て
登
つ
て
行
く
。

　
此
山
へ
登
る
も
の
は
只
私
等
三
人
よ
り
外
に
人
が
無
い
や
う
な
氣
が
す
る
、
が
、
何

人

か
、
何
人
と
も
解
ら

な
い
が
、
私
と
は
別
れ
て
別
の
途
を
行
つ
た
人
の
あ
る
や
う
な
氣
が
す
る
。

　
途
は
下
り
坂
に
な
つ
た
。
凸
凹
の
途
に
足
が
傷



ん
で
た
ま
ら
な
い
。
見
る
と
、
脚
下
に
遙
か
遠
く
、
人
家
が

立
並
ん
で
ゐ
る
。
薄
曇
の
空
は
上
か
ら
覆
ひ
か
ゝ
る
や
う
に
し
て
ゐ
る
が
、
鐵
色
し
た
塔
の
頂
、
白
壁
の
家
な

ど
が
、
歴
々






目
に
入
る
。
私
は
立
留
つ
て
眺
め
入
つ
た
。
沈
靜
の
色
、
何
の
物
音
一
つ
聞
え
て
來
な
い
。
人
家

は
並
ん
で
ゐ
る
が
、
其
中
に
何
人
も
住
ん
で
ゐ
る
人
が
あ
る
と
も
思
は
れ
な
い
　
　
途
が
少
し
づ
つ
下
る
。
と
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思
ふ
と
、
私
の
傍
を
一
人
二
人
づ
つ
、
旅
姿
を
し
た
男
女
が
通
つ
て
、
傍
目





も
せ
ず
に
下
つ
て
行
く
。
私
も
急

い
で
降
り
よ
う
と
し
て
ゐ
る
と
、
後
方
か
ら
小
足
に
お
り
て
來
る
人
が
あ
る
。
一
寸
立
留
つ
て
振
廻



つ
て
見
る

と
、
少
し
隔
つ
て
若
い
女
性
が
彳





ん
で
ゐ
る
。
見
覺
え
の
あ
る
顏
だ
な
、
と
思
つ
た
が
、
其
人
は
立
つ
た
ま
ゝ

動
か
な
い
、
お
り
て
來
よ
う
と
も
し
な
い
。
何
人
だ
ら
う
。
私
は
二
三
歩
後
戻
り
し
た
。
「
あ
ゝ
自
分
の
妻
だ

！
」
胸
の
動
悸
は
急
に
高
ま
つ
て
來
た
。
如
何
樣





し
た
の
だ
、
一
所
に
下
り
て
行
か
う
、
と
慫



め
る
と
、
視
線

を
落
し
た
ま
ゝ
動
か
な
い
。
小
兒
等
は
俄
か
に
泣
き
出
し
た
。

　
二
人
共
自
分
に
取
り
縋
つ
て
、
哀
れ
な
聲
で
、
「
下
り
て
行
つ
て
頂
戴
よ
、
下
り
て
行
つ
て
頂
戴
よ
」
顏
を

ば
私
の
袖
へ
固
く
押
し
當
て
て
離
れ
な
い
。
妻
は
猶
動
か
な
い
。
「
一
所
に
下
り
て
行
つ
た
ら
ば
好
い
だ
ら
う
、

此
先
に
休
場
も
あ
る
か
ら
」
と
云
つ
て
も
猶
動
か
な
い
、
疲
れ
た
や
う
な
顏
色
を
し
て
靜

乎

と
立
つ
て
ゐ
る
。

「
後

方

へ
歸
り
ま
せ
う
、
如

何

樣

に
嶮
し
く
て
も
、
今
迄
の
途
な
ら
知
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
」
た
ゞ
そ
れ
だ
け
、

眼
を
閉
ぢ
て
動
か
な
い
、
冷
た
い
風
が
下
の
方
か
ら
吹
い
て
來
る
。
　
　
今
迄
の
途
な
ら
嶮
し
く
て
も
知
つ
て

ゐ
る
、
此
れ
か
ら
先
き
の
途
は
如
何
な
る
と
も
判

然

ら
な
い
と
云
ふ
の
か
。
私
は
耐
ら
な
く
な
つ
た
。
同
時
に

小
兒
等
は
大
き
な
聲
を
擧
げ
て
泣
き
出
し
た
。

　
は
つ
と
思
ふ
と
眼
が
醒
め
た
。

　
私
に
は
妻
も
な
く
子
も
な
い
。
何
故
夢
に
見
た
人
が
自
分
の
妻
で
あ
る
と
知
つ
た
か
解
ら
な
い
。
不
思
議
で

耐
ら
な
か
つ
た
。
其
時
の
寂
し
さ
は
、
消
え
ず
に
い
つ
ま
で
も
胸
に
殘
つ
て
ゐ
た
。
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報
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本
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日
本
の
名
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作
品
社
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日
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発
行
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入
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作
成

青
空
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作
成
フ
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イ
ル
：

こ
の
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ァ
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ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
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（http://w

w
w
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で
作
ら
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ま
し

た
。
入
力
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校
正
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制
作
に
あ
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は
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ボ
ラ
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テ
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ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

7



夢
吉江孤雁

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


